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( 2 )宇治田原町議会だより

12
月
定
例
会
・
臨
時
会

　

平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
９
日
に
開
会
し
、
選
挙
管
理
委
員
8
名
︵
補
充
員
４

名
含
む
︶
の
選
挙
、
補
正
予
算
５
件
、
一
般
案
件
１
件
、
お
よ
び
意
見
書
４
件
を
可
決
し
た
。

一
般
質
問
に
は
５
人
の
議
員
が
立
ち
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
た
。

2012（平成24）年２月 第 70号

　平成23年度　補正した予算

会計予算名 補正額 補正後の総額 審議結果

一 般 会 計 3,646 万円 38 億　823 万円 可決　全員賛成

国 保 会 計 1,364 万円 11 億 6,242 万円 可決　全員賛成

介 護 保 険 会 計 99万円 6億 4,087 万円 可決　全員賛成

公 共 下 水 道 会 計 491 万円 6億　764 万円 可決　全員賛成

水 道

会 計

収 益 的 △ 134 万円 1億 9,330 万円
可決　全員賛成

資 本 的 1万円 1億 4,915 万円

　今回の補正の主なものは、昨年発生した豪雨により被災した公共施設・農

地等の災害復旧工事の実施 1,856 万円と高齢者への肺炎球菌および、乳幼児へ

のインフルエンザワクチン接種助成事業として 180 万円、障がい者自立支援

給付等事業費 528 万円、主要町道新設改良事業費 991 万円、公共下水道処理

場修繕費 491 万円等を追加した。また、財政調整基金 1,932 万円を取り崩した。

（千円以下切捨て）

肺炎球菌ワクチン接種に助成
　乳幼児インフルエンザワクチンにも

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

田中　典夫　氏

　　　　　　（荒木）

︻
同
意　

全
員
賛
成
︼

　

人
事
案
件

任
期　

平
成
23
年
11
月
26
日
～
平
成
27
年
11
月
25
日

　

改
正
し
た
条
例

○
町
職
員
の
給
与
を
改
正

反
対

︵
今
西　

久
美
子
議
員
︶

　

こ
の
間
３
年
連
続
の
給
与
引
き
下
げ
。
多
く
の
民
間
労

働
者
の
さ
ら
な
る
賃
下
げ
に
も
つ
な
が
る
。
職
員
が
意
欲

を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
、住
民
に
と
っ
て
の
利
益
と
な
る
。

︻
可
決　

賛
成
９
：
反
対
２
︼

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
改
正
を
行
う
も
の
。
改
正
点
は
、
最
大
０
・
５
％

の
引
き
下
げ
。
高
齢
層
の
経
過
措
置
額
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
抑
制
さ
れ
て
き
た
若
年
層
の
昇
給
を
回
復
す
る
も
の
。

討   

論

臨時会
　平成 23 年第１回臨時会は、11 月 21 日に開かれ、人事案件１件
を、第２回臨時会は、11 月 28 日に開かれ、条例（改正）１件を、
それぞれ同意、可決した。

ふみ  お



任
期　

平
成
23
年
12
月
22
日
～

　
　
　
　
　

平
成
27
年
12
月
21
日
ま
で
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選
挙
管
理
委
員
・
意
見
書

宇治田原町議会だより2012（平成24）年2月 第 70号

○
新
名
神
高
速
道
路
の
全
線
着
工
を

　

意
見
書

　
﹁
新
名
神
﹂
は
巨
額
の
税
金
を
投
入
し
て
建
設
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
周
辺
整
備
は
地
元
負
担
と
な
る
。
い
ま

第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
東
日
本
大
震
災

の
復
興
・
復
旧
で
あ
る
。

反
対

︵
安
本　

修　

議
員
︶

︻
可
決　

賛
成
９
：
反
対
２
︼

　

名
神
高
速
道
路
は
開
通
か
ら
48
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
だ
け

で
な
く
、
多
数
の
活
断
層
上
を
走
っ
て
い
る
た
め
、
心
配
で
あ

る
。
ま
た
慢
性
的
な
渋
滞
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

新
名
神
高
速
道
路
を
一
刻
も
早
く
全
線
に
わ
た
り
整
備
・
開
通

を
要
望
す
る
。

︵
森
田　

木
一　

議
員
︶

○
林
業
振
興
の
補
助
制
度
見
直
し
と
拡
充
を

○
障
害
者
総
合
福
祉
法
の
早
期
制
定
を

○
取
調
べ
の
可
視
化
の
実
現
を

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　

補
充
員
の
選
挙

︵
委
員
︶

本
田　

  

實  

氏
︵
郷
之
口
︶

大
谷　

友
一
氏
︵    

南    

︶

田
村　

正
巳
氏
︵  

岩
山  

︶

谷
口　

昭
弘
氏
︵  
荒
木  

︶

賛
成

︵
補
充
員
︶

廣
垣　

眞
三
氏
︵
奥
山
田
︶

清
水　

善
宣
氏
︵  

立
川  
︶

勝
谷
ミ
ツ
子
氏
︵
禅
定
寺
︶

安
井　

正
美
氏
︵
湯
屋
谷
︶

　

新
名
神
高
速
道
路
は
、
新
た
な
国
土
軸
と
し
て
国
土

の
均
衡
あ
る
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
位
置
付
け

が
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
み
て
も
早
期
の
全

線
開
通
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

保
育
間
伐
に
対
す
る

補
助
制
度
の
拡
充
と
、

継
続
的
事
業
が
可
能
と

な
る
林
業
振
興
施
策
及

び
、
木
材
自
給
率
向
上

に
向
け
て
取
り
組
む
こ

と
を
求
め
る
。

　

障
害
者
自
ら
が
選
ん
だ
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ

う
、
法
的
整
備
を
求
め
る
。
障
害
者
総
合
福
祉
法
制
定
に
あ
た

り
、
推
進
会
議
総
合
福
祉
部
会
が
と
り
ま
と
め
た
「
提
言
」
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
。
制
度
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
地
方
自
治

体
の
財
源
を
十
分
確
保
す
る
こ
と
。

　

取
調
べ
の
全
過
程
を
録
画
（
可
視
化
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

取
調
べ
の
状
況
が
検
証
可
能
と
な
り
、
裁
判
員
が
容
易
か
つ
正

確
に
判
断
で
き
、
さ
ら
に
冤
罪
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
っ
て
、
取
調
べ
の
可
視
化
の
早
期
実
現
を
求
め
る
。

︻
可
決　

全
員
賛
成
︼

討   

論

︻
可
決　

全
員
賛
成
︼

︻
可
決　

全
員
賛
成
︼

　

そ
の
他
の
議
案

○
農
地
の
災
害
復
旧

被災箇所（立川）

　

昨
年
５
月
と
７
月
に
発

生
し
た
豪
雨
に
よ
り
被
災

し
た
農
地
の
復
旧
工
事
を

実
施
す
る
。

︻
可
決　

全
員
賛
成
︼



( 4 )

一
般
質
問

森 田 木 一
　　　議員

【
答
】
健
全
財
政
の
確
立
で
積
極
的
な
予
算
編
成
を
し
た
い

　
【
答
】
国
民
の
合
意
を
得
て
判
断
す
べ
き

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
町
長
の
考
え
方
は

　

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
は

【
質　

問
】　　

　

平
成
24
年
度
予
算
編
成
の

見
通
し
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

平
成
22
年
度
決
算
で

積
立
て
た
財
政
調
整
基
金

1
億
9
千
万
円
の
一
定
部
分

を
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図

る
施
策
に
財
政
投
入
す
る
形

で
還
元
す
る
。

　

自
主
・
自
立
し
た
健
全
な

財
政
基
盤
の
確
立
で
積
極
的

な
予
算
編
成
を
行
い
た
い
。

【
質　

問
】

　

主
要
施
策
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

①
局
地
的
豪
雨
な
ど
の
自
然

災
害
に
備
え
た
防
災
対
策
の

充
実
。

②
厳
し
い
経
済
雇
用
情
勢
を

克
服
し
地
域
経
済
を
元
気
に

す
る
産
業
雇
用
対
策
の
展

開
。

③
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域

に
お
い
て
健
康
で
充
実
し
た

生
活
が
営
め
る
た
め
の
健
康

長
寿
対
策
の
充
実
を
図
る
。

【
質　

問
】

　

く
つ
わ
池
山
の
家
の
施
設

の
老
朽
化
と
利
用
者
の
減
少

を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

施
設
は
昭
和
47
年
開
業
以

来
40
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
に
よ
る
修
繕
維
持
管
理
費

の
増
加
等
、
地
元
運
営
管
理

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
検

討
委
員
会
の
最
終
会
議
を
踏

ま
え
、
く
つ
わ
池
自
然
公
園

と
の
一
体
的
有
効
活
用
を
考

え
、
地
元
生
産
森
林
組
合
と

協
議
し
、
方
向
性
を
出
し
て

い
き
た
い
。

【
質　

問
】

　

中
央
公
民
館
の
検
討
委
員

会
の
設
置
の
状
況
は
。

【
答　

弁（
町
長
）】

　

施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
、
維
持
補

修
、
耐
震
化
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
費
用

が
か
か
る
。
関
係

機
関
の
代
表
者
や

有
識
者
で
組
織
す

る
、
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
24
年

度
中
に
方
向
性
を

示
し
て
い
く
。

【
答
】
検
討
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
方
向
性
を
示
す

く
つ
わ
池
山
の
家
、
中
央
公
民
館
の
あ
り
方
は

宇治田原町議会だより2012（平成24）年２月 第 70号

【
質　

問
】

　

町
長
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る

考
え
方
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て
は
、

政
府
は
国
民
に
十
分
な
情
報

提
供
を
行
い
、
環
境
と
生
活

を
支
え
る
農
業
の
再
生
、
強

化
に
向
け
た
対
策
を
明
ら
か

に
し
て
、
国
民
の
合
意
を
得

て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
地

方
６
団
体
を
は
じ
め
と
し

て
、
地
方
の
声
を
結
集
し
、

強
く
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

くつわ池山の家

中央公民館



【答】引き上げざるを得ない

( 5 )

今西久美子
　　　議員

　
　
　
　
　
　
【
答
】
考
え
て
い
な
い

放
射
能
測
定
器
の
購
入
を

【
答
】
３
年
間
で
被
害
を
半
減
す
る

　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
を

【
質　

問
】

　

来
年
度
、
介
護
保
険
料
、

基
盤
整
備
は
ど
う
な
る
か
。

【
答　

弁
（
健
康
長
寿
課
長
）】

　

介
護
保
険
料
の
全
国
平
均

額
は
５
千
円
を
超
え
る
見
込

み
。
本
町
も
引
き
上
げ
ざ
る

を
得
な
い
。
基
盤
整
備
は
、

事
業
計
画
等
作
成
委
員
会
で

十
分
協
議
し
て
い
た
だ
く
。

【
質　

問
】

　

年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

中
で
、
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
、
月
額
５
千
円
の
負
担
は
、

高
齢
者
の
生
活
を
圧
迫
す

る
。
基
金
を
取
り
崩
し
、
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
し

て
で
も
引
き
下
げ
を
。

【
答　

弁
（
健
康
長
寿
課
長
）】

　

府
の
財
政
安
定
化
基
金
を

取
り
崩
す
こ
と
で
、
保
険
料

値
上
げ
が
抑
制
さ
れ
る
。
介

護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
今

年
度
の
介
護
給
付
費
に
取
り

崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
保

険
料
へ
の
活
用
は
厳
し
い
。

【
質　

問
】

　

野
猿
の
大
型
捕
獲
お
り
設

置
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

【
答　

弁
（
産
業
振
興
課
長
）】

　

新
た
に
対
策
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
設
置
場
所
等
に
つ

い
て
協
議
を
し
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

最
近
で
は
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
が
農
地
の
み
に
限
ら
ず
民

免
許
を
と
り
、
猟
友
会
と
も

連
携
し
、
捕
獲
し
て
被
害
を

減
ら
し
て
ほ
し
い
。

【
答　

弁
（
産
業
振
興
課
長
）】

　

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策

定
し
、
３
年
間
で
被
害
を
半

減
す
る
た
め
、
特
別
駆
除
に

よ
る
個
体
数
を
減
ら
す
取
り

組
み
や
、
電
気
柵
の
設
置
、

猟
銃
、
お
り
・
わ
な
免
許
取

得
の
助
成
等
を
実
施
。
住
民

か
ら
の
要
望
に
は
、
担
当
職

員
が
助
言
し
、
被
害
の
軽
減

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
担
当

職
員
の
お
り
・
わ
な
免
許
の

取
得
は
、
取
り
組
み
を
始
め

て
お
り
、
今
後
、
複
数
職
員

が
取
得
し
、
猟
友
会
と
協
力

し
て
指
導
に
努
め
て
い
く
。

【
質　

問
】

　

田
原
川
沿
い
の
フ
ェ
ン
ス

設
置
に
つ
い
て
、
地
元
か
ら

の
要
望
も
出
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
事
業
化
に
向
け
協
議

を
。

【
答　

弁
（
産
業
振
興
課
長
）】

　

今
後
、
地
元
区
と
協
議
し

て
い
く
。

【
質　

問
】

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原

発
事
故
は
、
今
な
お
放
射
能

汚
染
を
ま
き
散
ら
し
、
住
民

に
不
安
を
与
え
続
け
て
い

る
。
住
民
の
不
安
を
解
消
す

　介護保険料の引き下げを

る
た
め
に
測
定

器
を
購
入
し
、

測
定
・
調
査
を
。

【
答　

弁
（
総

務
課
長
）】

　

府
が
宇
治
市

に
も
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
を
増
設
す
る
。

こ
の
結
果
を
参
考
と
し
、
測

定
器
の
購
入
は
考
え
て
い
な

い
。

一
般
質
問

宇治田原町議会だより2012（平成24）年2月 第 70号

放射能測定器

家
近
辺
ま
で

出
没
し
、
被

害
も
増
え
て

い
る
。
住

民
か
ら
被

害
対
策
を
求

め
ら
れ
た
と

き
に
、
ど
の

よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の

か
。
担
当
課

職
員
が
狩
猟

捕獲されたシカ



田 中 　 修
　　　議員

　
【
答
】
徹
底
し
た
管
理
と
調
査
を
実
施

た
め
池
の
安
全
対
策
は

一
般
質
問

( 6 )

【
質　

問
】

　

平
成
23
年
度
予
算
の
執
行

の
進
捗
と
、
歳
入
歳
出
差
引

ゼ
ロ
が
達
成
で
き
る
の
か
。

【
答　

弁
（
企
画
財
政
課
長
）】

　

お
お
む
ね
順
調
に
執
行
で

き
て
い
る
。
町
税
収
入
は
、

昨
年
度
に
比
べ
約
５
％
程
度

の
減
収
に
な
る
見
込
み
。
歳

出
は
、
扶
助
費
が
伸
び
て
お

り
、
財
政
目
標
の
歳
入
歳
出

差
引
収
支
ゼ
ロ
の
達
成
は
、

【
質　

問
】

　

山
手
線
の
全
線
開
通
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基

本
中
の
基
本
。
こ

の
こ
と
も
踏
ま

え
、
平
成
24
年
度

予
算
編
成
の
概
要

と
重
点
施
策
は
。

【
答　

弁（
町
長
）】

①
地
域
の
力
を
結

集
し
た
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」。

②
日
々
の
生
活
に

【
答
】
予
算
執
行
は
順
調
だ
が
、
歳
入
歳
出
差
引
ゼ
ロ
は
厳
し
い

　

平
成
23
年
度

　

予
算
執
行
の
進
捗
状
況
は

非
常
に
厳
し
い
。

　
【
答
】
６
つ
の
重
点
施
策
に
予
算
配
分
す
る

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
と
重
点
施
策
は

【
質　

問
】　

　

昭
和
28
年
の
南
山
城
大
水

害
で
、
た
め
池
の
決
壊
が
被

害
を
さ
ら
に
大
き
く
し
た
。

た
め
池
の
点
検
や
補
修
、
監

視
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

町
内
全
域
で
、
利
用
し
て
い

宇治田原町議会だより2012（平成24）年２月 第 70号

章
で
安
全
対
策
を
要
請
し
て

い
る
。
大
規
模
な
貯
水
規
模

の
た
め
池
は
、
徹
底
し
た
管

理
と
調
査
を
実
施
し
て
い

く
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い
池

は
、
廃
池
に
す
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。

【
質　

問
】

　

犬
打
川
流
域
の
洪
水
、
浸

水
想
定
を
住
民
に
周
知
し
、

早
期
避
難
の
指
示
な
ど
、
安

全
対
策
を
十
分
に
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。
犬
打
川
土
砂
災

害
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
は
。

密
着
し
た
施
策
・
事
業
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
充
実
。
③
自

な
い
池
は
廃
池
に
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

【
答　

弁
（
産
業
振
興
課
長
）】

　

農
業
用
た
め
池
は
、
現
在

60
カ
所
あ
る
。
毎
年
府
と
町

で
、
点
検
調
査
を
実
施
し
、

結
果
は
管
理
者
に
対
し
、
文

【
答　

弁
（
総
務
課
長
）】　

　

犬
打
川
は
、
河
川
改
修
が

行
わ
れ
、
南
山
城
水
害
以
降
、

被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

府
で
は
、
浸
水
想
定
区
域
図

の
作
成
予
定
は
な
く
、
町
独

自
で
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
は
考
え
て
い
な
い
。
住

民
へ
の
避
難
等
の
周
知
は
、

地
域
防
災
計
画
の
手
順
等
に

よ
り
情
報
伝
達
を
行
う
。

主
・
自
立
の
財
政
基
盤
を
確

保
。
以
上
の
３
つ
の
視
点
を

基
本
に
、
安
心
・
安
全
、
産

業
・
観
光
活
性
化
、
健
康
長

寿
日
本
一
を
は
じ
め
、
地
域

福
祉
対
策
、
環
境
対
策
、
教

育
環
境
の
充
実
と
い
っ
た
６

つ
の
重
点
施
策
に
、
重
点
的

に
予
算
配
分
を
行
う
。

滝の上池（南・貯水量４万トン）

配備された多機能消防車（禅定寺）



垣 内 秋 弘
　　　議員

　平成 24 年度予算編成の
　　　考え方と重点施策は
【答】住民目線で安心・安全なまちづくりを推進する

一
般
質
問

( 7 )

【
質　

問
】　　

　

平
成
24
年
度
予
算
編
成

の
基
本
的
な
考
え
方
と
重
点

施
策
及
び
、
自
主
財
源
を
ど

の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
奥
田
町
長
の
３

期
目
、
最
終
年
の
仕
上
げ
の

年
と
な
る
が
、
基
本
政
策
の

具
現
化
に
向
け
た
思
い
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

第
４
次
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
に
掲
げ
る
「
心
を
つ
な

ぎ　

と
も
に
創
る
茶
文
化
」

の
実
現
に
向
け
①
住
民
と
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
②
次
代

を
切
り
拓
く
施
策
の
展
開
③

自
主
・
自
立
の
財
政
基
盤
の

確
立
の
３
つ
を
基
本
的
な
視

点
と
し
て
、
安
心･

安
全
、

産
業
・
観
光
活
性
化
、
健
康

長
寿
日
本
一
を
は
じ
め
、
地

域
福
祉
対
策
、
環
境
対
策
、

教
育
環
境
の
充
実
を
重
点
施

策
と
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源

を
重
点
的
に
配
分
し
て
い

く
。
そ
の
中
で
①
自
然
災
害

に
備
え
た
防
災
対
策
の
充
実

②
産
業･

雇
用
対
策
の
展
開

③
健
康
長
寿
対
策
の
充
実
に

重
点
を
置
き
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
暮
ら
し
を
豊
か
に

す
る
施
策･

事
業
を
中
心
に

具
現
化
し
て
い
き
た
い
。

　

自
主
財
源
の
確
保
は
、
法

人
町
民
税
は
減
収
傾
向
に
あ

る
が
、
新
市
街
地
や
緑
苑
坂

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
お
け
る
企

業
誘
致
の
推
進
を
は
じ
め
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
な
が

ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

取
り
組
み
、
自
主
財
源
の
維

持･

確
保
に
取
り
組
む
。

【
質　

問
】　

　

今
後
の
財
政
見
通
し
は
。

【
答　

弁
（
町
長
）】

　

経
済
動
向
は
依
然
と
し
て

先
行
き
不
透
明
な
状
況
で
、

法
人
町
民
税
は
減
収
傾
向
に

あ
り
、
来
年
度
か
ら
３
年
間

で
１
億
４
千
万
円
の
財
源
不

足
が
見
込
ま
れ
る
が
徹
底
し

た
財
政
改
革
を
進
め
た
い
。

新市街地

宇治田原町議会だより2012（平成24）年2月 第 70号

【
質　

問
】　

　

立
川
・
贄
田
地
区
に
お
け

る
開
発
整
備
計
画
が
具
現
化

に
向
け
て
、
第
一
期
工
事
の

６
区
画
を
進
め
ら
れ
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
が
、
周
辺
地
域

住
民
が
一
番
懸
念
し
て
い
る

及
び
贄
田
谷
川
の
河
川
整
備

計
画
は
。

【
答　

弁
（
建
設
環
境
課
長
）】

　

個
別
に
調
整
池
を
設
置
し

一
時
的
な
降
雨
を
貯
水
し
、

徐
々
に
糠
塚
川
・
贄
田
谷
川

に
放
流
す
る
。
河
川
へ
新
た

な
負
荷
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
、
必
要
に
応
じ
て
部
分
的

に
護
岸
の
改
修
や
浚
渫
も
行

の
は
豪
雨
時
の
水
害
発
生
で

あ
る
。
今
回
、
新
た
に
糠
塚

川
に
も
放
流
を
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
７
月
の
ゲ
リ
ラ
豪

雨
時
で
も
満
水
に
近
い
状
態

で
あ
っ
た
た
め
、
改
修
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
、
糠
塚
川

い
、
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ

る
よ
う
に
努
め
る
。
ま
た
、

糠
塚
川
は
京
都
府
へ
改
修
の

要
望
も
行
っ
て
い
る
。

　
【
答
】
調
整
池
の
設
置
と
河
川
改
修
等
で
対
応
す
る

「
新
市
街
地
の
開
発
計
画
」
豪
雨
時
の
対
策
は



原 田 周 一
　　　議員

【
答
】
来
年
度
作
成
に
向
け
前
向
き
に
取
り
組
む

　

救
急
受
診
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

　

作
成
・
配
布
の
予
定
は

( 8 )

【
質　

問
】

　

通
常
外
来
と
、
夜
間
・
休

日
の
救
急
医
療
の
レ
セ
プ
ト

点
数
の
違
い
は
。
ま
た
、
料

金
の
増
減
は
。

【
答　

弁
（
健
康
長
寿
課
長
）】

　

初
診
・
再
診
に
よ
り
レ
セ

【
質　

問
】

　

介
護
療
養
病
床
を
受
け
皿

を
用
意
せ
ず
廃
止
す
れ
ば
、

介
護
難
民
が
発
生
す
る
。
廃

止
に
向
け
、
入
所
者
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
処
遇
を
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
山
城
北
管

内
（
20
施
設
）
で
本
町
の
特

養
待
機
者
の
解
消
は
図
ら
れ

る
の
か
。

【
答　

弁
（
健
康
長
寿
課
長
）】

　

介
護
療
養
型
医
療
施
設
の

利
用
者
は
、
現
在
15
名
。
施

設
の
相
談
員
等
に
、
処
遇

元気に育て！

介護難民解消にむけ

プ
ト
点
数
の
違
い
が
あ
る
。

６
歳
未
満
の
加
算
や
休
日
、

時
間
外
、
深
夜
等
に
よ
り
点

数
が
加
算
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

休
日
に
６
歳
未
満
の
子
供

が
初
診
で
受
診
し
た
場
合
、

７
１
０
点
で
、
７
１
０
０
円

の
診
療
費
が
必
要
。
通
常
診

療
で
は
３
４
５
０
円
の
診
療

費
で
、
３
６
５
０
円
の
差
額

が
生
じ
る
。

【
質　

問
】

　

本
町
で
の
救
急
受
診
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布
の

予
定
は
。
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の

患
者
の
減
少
に
よ
り
、
医
療

一
般
質
問

宇治田原町議会だより2012（平成24）年２月 第 70号

　
【
答
】
委
員
会
で
協
議
す
る

介
護
療
養
病
床
廃
止
に
向
け
受
け
皿
は

費
の
削
減
、
医
師
側
の
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
が
。

【
答　

弁
（
健
康
長
寿
課
長
）】

　

病
気
や
け
が
等
の
対
応
や

不
安
解
消
に
役
立
て
る
た
め

に
も
効
果
が
あ
る
。

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
平
成

24
年
度
の
作
成
に
向
け
て
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

に
つ
い
て
調
整
を
図
っ
て
い

く
。

【
質　

問
】

　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
は
、
住
民
が
安
心
で
き

る
高
齢
者
と
介
護
家
族
の
負

担
軽
減
の
体
制
及
び
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人

保
健
施
設
の
整
備
と
今
後
の

重
要
性
は
。
ま
た
計
画
へ
の

反
映
は
。

【
答　

弁
（
健
康
長
寿
課
長
）】

　
「
老
老
」
介
護
、「
認
認
」

介
護
等
、
介
護
に
お
け
る
課

題
が
あ
り
、
支
援
が
必
要
。

今
後
、
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、
在
宅
に
お
け
る
介
護
者

の
介
護
負
担
の
軽
減
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
事

業
計
画
等
作
成
委
員
会
に
お

い
て
十
分
な
協
議
を
い
た
だ

き
た
い
。



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

( ９ )

小西　悠
ゆう

佑
すけ

　さん

新成人代表

Ｑ　20歳になっての感想は。

Ａ　大人としての自覚とけじめのある行動を
　しなければならないという思いが強くなり
　ました。

Ｑ　大人になった町民としての思いは。

Ａ　大人になったということで、地域に少し
　でも貢献できるように行動したいと思いま
　す。

Ｑ　尊敬する人は。

Ａ　坂本龍馬。新しい日本を切り開いた人物
　なので、私も新しい未来を担っていきたい
　と思います。

Ｑ　趣味は。

Ａ　ドライブと旅行です。

Ｑ　選挙権が与えられましたが、政治に対し
　て何かご意見は。

Ａ　若者の選挙の投票率が低いので、私たち
　宇治田原町民から投票率を上げていけるよ

　うに努力し、少しでも私たちの意見が反映
　されるようにしていきたいです。

Ｑ　日本の未来についてどう考えていますか。

Ａ　たくさんの問題があるので、不安もあり
　ますが、一人ひとりが自分のすべきことを
　こなせば、明るい将来が待っていると思い
　ますし、そのような未来を願って行動して
　いきたいです。

Ｑ　これから日本が取り組むべきと思うこと
　はなにかありますか。

Ａ　経済の不安定な状態が続いているので、　
　景気を良くするために政府がいろんな政策
　を講じていかなければならないと考えてい
　ます。

宇治田原町議会だより2012（平成24）年2月 第 70号

　今回は、「尊敬する人物は坂本龍馬」と語る新成人代表

小西さんに、成人式にてインタビューしました。

模擬投票をする新成人（成人式）



( 10 )

　

昨
年
は
３
月
11
日
の
大
震

災
に
は
じ
ま
り
、
大
き
な
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
問
い
か
け
た
も

の
も
大
き
く
、
人
と
人
と
が

支
え
あ
う
喜
び
、『
絆
』
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
年

で
し
た
。

　

今
年
は
壬
み
づ
の
え
た
つ

辰
年
。
辰
の
刻

は
午
前
８
時
。
一
日
の
活
動

の
始
ま
る
時
間
で
す
。

　

心
新
た
に
前
進
あ
れ
。

　

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

広
報
編
集
委
員　

原
田

編
集
後
記

今
号
の
表
紙

　

昨
年
の
大
震
災
を
教
訓
に

想
い
も
新
た
に
。
緊
張
感
が

伝
わ
っ
て
く
る
出
初
式
で

の
行
進
に
、
必
死
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

手揉み（大晦日）

成人式

宇治田原町議会だより2012（平成24）年２月 第 70号

縁たたき（高尾）

発
行
●
宇
治
田
原
町
議
会

編
集
●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
gikai@town.ujitawara.kyoto.jp

京
都
府
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